







を飛ばした."し らせ"は1月5日 には6年 振 りに昭和










は も とよ り,生 活環境が著しく向上した.設 備は最大
320kW供給可能な電力設備,良質な水による給水 ・給
湯設備(50001/日),冷凍庫 ・冷蔵庫 ・常温庫,ま た施設
のウエット・エリアに浴室,洗面所,洗 濯場,便 所,理
髪室,お よび暗室を備えている.用 水の確保は降雪 ・飛
雪による自然造水と機械力を使った雪入れ作業のみで,
過去の人手による作業は無くなった.新 しい冷蔵庫に貯














方,大 陸氷掘削の準備を越冬頭初からは じめた.6月 初
旬より本掘削に入 り,8月初旬に 目標の500mを大き
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ら12Uにか けて 本 格 的 なB級 ブ リザ ー ドが来 襲 し,62時
間 にわ た っ て風 速15m/s以 【二の 風 が吹 き荒 れ た.ま た
23日か ら25日に か け て もブ リザ ー ドが 来 襲 した.こ れ ら
の ブ リザ ー ドに よる 基地 の 被 害 は な か っ たが,海 氷状 況
が 理{ヒし,オ ング ル 海峡 は ラ ング ボ ブ デ か ら三 つ岩 の 先
ま で開 水 面 とな っ た.し か しこれ らの 合 間 を縫 って 越 冬
準 備 は 着 々 と進 み,全 員 作業 に よる,夏 期 宿 舎 の 閉 鎖,基
地の 清掃 な ど外 回 りの 作 業 は2月17日 に ほぼ 終 了 した.
観 測 部|"jでは,7月30日 にMT-135jAロ ケ ッ トの 打
[1げ,2月27日に大 気 球 が 放球 され,観 測.設 営 部 門 と
も順 調 に経 過 して い る.
み ず ほ基 地 で は1).ll411に25次隊 と交 替 し,1月26n
に 内陸 旅 行隊 が 出 発 した.こ の た め基 地 の 運 営 は3名 で
行な わ れ て い る.
一 方 東 ク イー ンモ ー ドラ ン ド前 進 拠 点 に 向 っ た 内陸 旅
f]'Waは2月7日に 前1遊処,ln(74°12'02"S,34e59'08"E)に
到 着 した.こ の 拠 点 に は25次内陸 旅 行 隊 が 冬 明 旅 行 で小
屋 を設 置 して い た が,泌 次 隊 で は さ らに26m2の 小 屋 を
建 設 した.建 設 作 業 に 並 行 して 気 象 や雪 氷 の観 測 も実 施
され た.3月IE.1朝 の 気 温 は 一53℃ とな り,任 務 を終
了 した 内陸 旅 行 隊 は 冬 の 訪 ずれ か ら逃 げ る様 に 一路 み ず
ほ 基 地 をlltsした.前 進 拠 点 に 再 び 動 ずれ る の は10月を
ユ㌻足 して お り,そ れ まで は 無 人観 測 装 置 が留 守 を守 っ て


















雪中でルー ト工作,レ スキュー訓練,幕 営訓練その他
の訓練を実施し,観測隊員としての適応性を把握するこ
とを目的 とし,経験者も未経験者も互いに助けあい,無
事日程を消化した.これ らの訓練を通 じて,隊 員として
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の心構えを感得する一方,チ ームワークづくりにおいて
も成果を挙げることができた.





ス コ ッ ト極地研 究所 にて
一 ケンブ リッジの 日記 から一
西 尾 文 彦
一度ケンブリッジに滞在した人は,「 ケンブリッジは
美しい町だ.こんな美しい,勉 強しやすい大学 をはなれ






























































ボー ト・グループに参加する.ミ ッドサマー ・コモンの
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る.こ ん な時 に も都 合の よい の が 一.・人 部 屋 で あ る,午 後
は 論 文 を読 む こ とに か こつ け て 一 人 部屋 で 居 眼 り.こ ん
な こ とが 数 度 な らず あ った.こ の 研究 所 の 殆 ん どの 職 員
は6時 ごろ に 帰 宅 して しま う.し か し,所 長 の ドリ ュー
リイ 博」:だけ は遅 くまで 雑 書 に 追 われ て い る よ うで あ っ
た,時 に は 私の 部 屋 に 顔 を出 してF1本と英 国の 」一ヒ軟 論の
剰1談を して は 帰 る.彼 は エ マ ニ ュエ ル ・カ レ ッ ジの卒 業
生 で,生 ま れ は 競 走 馬 の 産 地 で 有 名 な ケ ンブ リ ッ ジの北
方,ノ ー ウ ィッチ 地 方 で あ る.彼 の 英 語 は 私 に は理 解 し
易 か った.私 の 帰 宅 は6時'「 と}ノξめ て い た,研 究 所 か ら
歩 い て20分,ホ ー ム ス テ ー と1呼ぶ 英 国 人の 一ド宿 で あ る.
ケ ンブ リッ ジで も少 し高級 な住 宅 が 散在 す る1一也区 で あ
る,老 婦 人 と私の 二 人 で 夕 食 を[川む,野 菜の 乏 し くなる
季 節 で あ っ た が,私 は サ ラ ダが 好 物 で す,と 云 う と毎 日
の よ うに 米 国製 の 種 々 の ドレ ッシ ング をか けた 野 菜 サ ラ
ダ を 出 して くれ る.息 子 が 米 国 の プ リン ス ト ン大 学 の 英
文 学 の 教 授 なの で 何 度 とな く渡 米 して お り,食Fli:はウど国
式 よ り米 国 式 な の だ と自称 して い る.食 後 は お 茶 をの み
なが らチ ャ ンネ ル4の ニ ュー ス を観 る.老 婦 人 は,こ の
人 の 英 語 は ロ ン ドン詣 り,ヨ ー ク詣 り,ア イ リ ソシ ュ,
ス コ テ ィシ ュ と教 えて くれ る.こ う して1ケ 月 も訓練 を
受 け る と 私で も少 し英 語 の 訂ヒリの 判 男1」が つ くよ うに な っ
た.下 宿 で の 老 婦 人か らの 英 語の 勉 強,研 究 所 で のfl:.'li:
と適 度 の 運 動,と 充 実 した 毎 日が ま た た くま に過 ぎて い
っ た,英 国 は 今,ポ ン ドの 下 落 に加 え て炭 鉱 ス トが長 期
化 し,サ ッチ ャー政 権の 前途 を決 め かね ない.経 済 的 に
は過 去 の遺 産 で 成 り立 っ て い る と云 わ れ る,経 済 指 標 で
は英 国 の 没落 ぶ りが よ く示 され る.し か し,英 国 人の 落
ち 着 い た 生活 ぶ りや,米 国の よ うに お 金 をか け た 華 々 し
い こ とは な い が.き ら り と光 る仕 事 ぶ りに 接 して 英 「同人
の 心 の 豊 さ を感 じる.そ れ に 比 して 私の 日本 で の 気忙 し
い 毎llの生活.や は り私 も 「帰 りた くな い な.も う少 し
勉 強 した いな.」 と い う思 い に な っ て しま っ た.














1.共 役 点 観 測
ユ.ア イス ラ ン ドに お け る共 役 点 観 測
－lr召下「T59{lllk'eniP.「[報tdi画一
佐 藤 夏雄,藤 井 良 一,荒 木 喬
国分・　 fll:,　Th.　Saemundsson
2.ア イス ラ ン ド3点 観 測 に よ るPeriodic　VLF
Emissionの特 性
松1.F孝,佐 藤 夏 雄,芳 野 剋 ノこ
共役 点 観 測 グル ー プ
3,カ ス ブ 領 域(ス ピ ッツ ベ ル ゲ ン)と オ ー
ロ ラ帯(ア イス ラ ン ド)に お け る　 VLF
放射 の1同時・観 測
佐 藤 夏 雄,　J.　A.　Holtet
共 役 点 観 測 グ ル ー7
4.ア イス ラ ン ド多点 観測 に よ るPi2脈動 の
波 動 特性
桜 井 享.佐 藤 夏 雄,藤 井 良 一
利 根 川 艘,共 役 点 観測 グ ル ー プ
5'諭 孟 ン嚇 観1[1「[によa5　Pg脈動の ●
利 根 川 豊,福 西 浩,佐 藤 夏 雄
共 役 点 観 測 グ ル ー プ
6.ア イス ラ ン ドに お け る ノル ウ ェー オ メガ
局(12.lkHz)の観 測 結果 に つ い て
荒 木 濡,佐 藤 夏 雄,藤 井良 一





8,カ ス ブ 領域 の 経 度 的 広 が りと太 陽 風
国 分 征,巻 川 和 男
9.カ ス フ 領域 に お ける イオ ンのEnergy
　 　 　Dispersion
賀 谷 信 棍 松 木 治弥,向 井 利典
10.磁気 圏入 射 プ ラ ズ マのIMF依 存 性
1ぐ.;繁t∫.
4一
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11.　MAGSAT衛 星 と　AE　イ ンデ ッ クス で
見 た カス プ領 域 の 磁場 変 動 の性 質
亀 井 豊 永,荒 木 徹,家 森 俊 彦
12.カス プ領 域 小 規 模 磁場 擾 乱 の 統 計的 性 質
家 森 俊 彦,池 田達 哉,　rfT川晃 成
13.　MAGSATで 見 た　cusp　By　currentの
時 間 変 化
山 内 正 敏,荒 木 徹,家 森 俊 彦,亀 井豊 永
III.　カス プ領 域(II)
14,南極 点 基 地(地 磁 気 緯 度 ～78.8°S)で"
間 側 オー ロ ラが見 え な い時 の 関連 現 象 に
つ い て
鮎 川 勝,巻 田 和 男,国 分 征
15.　ISIS衛星 に よ って 観 測 され た カ ス プ領域
のVLF放 射
恩藤 忠 典,中 村 義 勝
16.カス プ オ 一 口 ラ と関 連ULF,　VLF波 動
特 性(速 報)
林 幹 治,山 本 達 人,小 口 高
17.高緯 度 磁 気 圏 境 界 領 域 で の 電 磁 流体 波 動 特 性
友 村 清,桜 井 享
18.　South　Pole,　昭 和 基 地 に お け るULF-VLF
波 動 同 時 観 測
利 根 川 豊,福 西 浩,　L.　J.　Lanzeretti
19.　Cambridge　Bay　(カス プ 領域 〉に お け る
短周 期 地 磁 気 脈 動 の 解 析 結 果
加藤 愛 雄,利 根 川 豊
20.　Dayside　Cusp領域 の 長 周 期 地 磁 気 脈 動































長野 勇,満 保正喜,新 里哲也
V.電 離 圏 ・磁 気 圏 擾 乱(1)
　 29.　Substorm　effects　in　the　deep　geomagnetic
　　　 tail;　ISEE-3　0bservations
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 M.　Scholer
30.　Pelar　cap　へ の 降 下粒 子 と太 陽 風
巻 田 和 男
31.　EXOS-Cに よ る降 下 粒 子 束 の脈 動 観 測
飯 島 治,賀 谷 信 幸,松 本 治弥,向 井 利 典
32.　Ohzora　(EXOS-C)　NEIに よ る極 域 電 離
層観 測
高 橋 忠 利,大 家 寛,渡 部 重 十,渡 辺 勇三
33.　EXOS--C　NEIに よ って 観 測 され た 電 子
密 度 の 不 規 則 構 造 の 出 現 特 性
渡 部 重 十,大 家 寛,高 橋 忠 利
VL　 電 離 圏 ・磁 気 圏 擾 乱(II)
34,大気 波 動 が誘 起 す る高 緯 度 のD領 域 擾 乱
川 平浩 二
35.脈動 性 オ ー ロ ラパ ッチ上 空 で の 磁場 変 動
小 口 高,藤 井 良 一,山 本 達 人
36,沿磁 力線 電 流 の 電 離 層 電 気 伝 導 度 依 存 性
藤 井 良 一,竹 中 潤
37.極域 沿磁 力線 電 流 形 成 の た めの 実 験 室 シ
ミュ レー シ ョ ン
筒 井 稔,長 谷 川 公 平
VII.　将 来 計 画
38.共役点 大気 球 観 測 計 画
佐 藤 夏 雄,北 欧 大気 球 実 験 グル ー プ
共 役点 観 測 グ ル ー プ
39,オー ロ ラX線 像観 測 用 モ ザ イク型Si　(Li)
半導 体 検 出器 の 開 発
中 本 淳,村 上浩 之,平 島 洋,奥 平 清 昭
山.L隆正,太 田茂 雄,西 村 純,小 玉 正 弘
40.ポー ラー パ トロ ー ル気 球(PPB)シス テ ム
の 開 発(1)
一 アル ゴ ス シス テ ム と オー トレベ ル コ ン
トロ ール ー
西 村 純,太 田 茂雄
PPBワ ー キ ング グ ル ー プ
41.今後10年間 の 極 域 にお け る超 高 層 観 測 の
とるべ き方 向
鎌 田 哲 夫
VIIL　電離 圏 ・磁 気 圏 擾 乱(III)
42.回帰性SUBSTORM群 に対 す る太 陽 巨
大 斑 磁 場 の 役割
斎 藤 尚 生,湯 元 清 文
43.地上 多 点 観 測 で 同 定 され たSubstormに伴
うL=6.6に お け る 磁場 変 動 と　Electron
Flux変化 に つ いて
湯 元 清 文,斉 藤 尚 生,高 橋 主 衛
5
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專.オ ー ロ ラ プ ロ トンお よび 電r降 下 の
　　 Globa]　Pattern
宮 岡 宏 、 鮎 川 勝
45.　Dayside　Auroraの動 特 性 解 析1
鮎 川 勝,藤 井良 一
46.サプ ス トー ム に伴 うオー ロ ラX線 バ ー ス ト
1.地磁 気 脈 動 との 関 連
小 一1ミ1|1弘,藤井良 一一,河 野.曇.ミ
71:|嵐自良,菊 地 雅 寿
47.サブ ス トー ム に伴 うオー ロ ラX線 バ ー ス ト
2.電 離 層 電 場 との 関連
藤 井 良一・,小玉1E弘,小 川 俊 雄
河 野 穀,.f」:.}'嵐喜 良.菊 地 雅v.F
48.オー ロ ラX線 の 大 気 中 に お け る 拡 散 シ ミ
ニ レー シ ョ ン
小玉 正 弘,小 倉紘 一
49.S-310JA-6号機 に よ って 観 測 され た
VLFヒ ス
川 中 義 人,西 野[1:徳,b11'川i|:士
IX.　MAP観 測
50.　tlq!IU圏ナ トリウ ム 層の 季節 変化 と一 次 元
光化e;:反応 モ デル
内海 通 弘,藤 原 玄 夫,広 野 求 和
51.南極MAP　 24次隊,気 球(ゴ ム)観 測 経
過 報 告
岩 坂 泰 信,森 川 恭 弘,伊 藤 朋 之,柴 崎 和 夫
52.JA25,26(JARE24)大気 球 に よ る極 域
成 層圏NO2観 測
柴 崎 和k,岩1二 直 幹.小 川 利紘
53.南極 中 層大 気 ラ イ ダー 観 測
岩 坂 泰 信,野 村 彰 夫,福 西 浩
'ド沢 威 男,藤 井 良 一,宮 岡 宏




55.地磁 気現 象(ULF)の 極 域 赤 道 関 係
北 村 泰一
56.静|1:衛星 に お け る　Pc　l地 磁気 脈 動
石 田十 郎,国 分 征
57・標 準 電離 層 モ デ ル を用 い た ダ ク ト伝 播 解
析 と地磁 気 観 測 所 で 得 られ たPc　1脈 動
デ ー タの 対比
藤 田 茂,人 和 田 毅
58.Ps6のGround　Sate[]ite　Observation
北 村 泰 一.長 谷川康 生
59.Pc3-5脈動 に伴 う　CNA脈 動
樋n喜 啓,渋 谷 仙 古,佐 藤 夏 雄
60.SSCに伴 う磁 気 脈 動(PsC)の 出現 特 性
桑 島 正幸,福 西 浩
61.昭和 基 地 で 観 測 され たSCのPolarizatien
の 特 性 に つ いて
永 野 宏,荒 木 徹,家 森 俊 彦
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レ来 訪 者 く
8∫]18n～8月24日　 Dr.　KOTLYAKOV,　V.　(ソ連 科
学 ア カ デ ミー 地 理 学 研 究 所 雪 氷 学 部 門 主 任)
Dr.　DREIER,　N.　(ll弼「究 所雪 氷 資 源 研究 室
長)
8Jll9「|～8∫]2⑪[二1謝1/楚(Xie　Zichu,　Il]国科 学 院
蘭 州 氷 河 凍 土研 究 所 所 長 代 理)
自 重穫(Bai　Chunyuan,　同 研 究 所 研究 員)
8月27n～8月31日 　 Mr.　DAY,　R.　(アラス カ 大 学 海 洋
研 究 所 大 学 院 学 生)
8月29「l　Mrs.　GILABERTE,　K,(ブ ラ ジル 大 使 館 科
学 技 術 ア タ シ エ)
8月29H～8月31日 　 Dr.　ZWALLY,　J.　(米航 空 宇宙 局
ゴ ダ ー ド宇 宙 飛 行 セ ンタ ー海 洋 ・水 研 究 部 長)
8月29F|～9月2口 　 Dr,　ALLISON,　1.　(オー ス トラ リ
ア 南極 局研 究 員)
9Jl5日 沙 踪(Sha　Zong,中国fドデ:院電 波 伝 播 研
究 所 所 長)
江 長 蔭　(Jiang　Changyin,　同 研 究 所 副 総 技
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南 極 月 別 気 象 資 料 〔Monthly　Climatic　Data　for　Japanese　Antarctic　Stations)
平 均 気 温(Mean　 temp.)　(CC)
最 高 気 温 〔Max.　temp.)　(℃ノ
最 低 気 温(Min.temp.)(℃ 〉
平 均 気 圧 ・海 面 〔Mean　pressure,
　 　 　 　 　 　 　 sea　|evel)　(mb>
平 均 蒸 気 圧(Mean　 vapour　pressure)　(mb)
平 均 相 対 湿 度 　 (Mean　re]ative　humidity)　「fC・Xi
平 気 風 速(Mean　 wind　speed)　(m/s)
最 大 風 速 ・10分間 平 均 　 CMax.　wind　speed、
　 　 　 　 　 　 　 　 　 10・min.　mcan)　(m/SI
瞬 間最 大 風 速(Gu・t)(m/・)
平 均 雲Ill:　(Mean　c|・)ud　cover)　(1,/10}
快 晴 日 数 　〔Number　of　clear　days)















































アイ ス レーダー(電波氷 厚計)
G3(白 潮 水i・,∫ヒ流200km)で の レー グ ー エ コ ー.
t[1央の:';;;いヒー ク が 棋 鷺 か ら の 反 射 ニ コ ・ー./・k.「,;.
1750m
ア イス レ一 夕.一とは,氷 床 上及び 空lllから電 磁 波 を 発
射 し,そ の 反射 エ コ ーの 測 定 か ら,氷 床 の 厚 さ を測 定 す
る機 器 を示 す1;葉で あ る.南 極 大 陸 オ(床σ)厚さは,南 極
に お い て も未 知 の 測 定 量 で あ っ た.し か し最 近 の ア イス
レー ダ ーの 発達 に.よっ て 相 当の 領 域 で 氷)IC　}JdV:の測 定 が
実 施 され て きた.特 に 航 空 機 に搭 載 した ア イス レー グ ー
を使 用 して の 氷 厚 測 定 の 進 歩 は|1ざま しい.
現 在 航 空 機 に搭 載 した ア イス レー ダー を 使 用 して 南 極
氷 床の 氷 厚 を測 定 して い る国 は,ア メ リカ,イ ギ リス,
ソ連,　ll本それ に オ ー ス トラ リア で あ る ,イ ギ リ.スは ア
メ リカ と協同 で 、C130を 使 っ て 西 南 極 .東 南 極 の ほ ぼ
'i"分の 氷1,ノ測 定 を 行 ・.・て いる.足 の 長 い,巨 大 な 航 空 機
を 利川 で き る特 典 をf・Jt'.)ての 測 定 で あ る.一 ・方我 国 は単
発の 軽 飛h機 とい う制約 卜,白 癩}」こ河 源 流 力1窒,やIEと山
脈 周辺 で の 測 定 に 限 られ て い{).従 っ て 、 ク1一 ンモ ー
ドラ ン ド地 域 は,全 く未知 の ま ま と り残 され て し 主っ て
い るが,我 国 が 観 測 す べ き責 任 あ る地 域 で もあ る の で 今
後 の 測定 が 望 まれ る と 二ろ で あ る.
我 国 の 航 空 機 搭 載 レー ダー は,179MHzの 電 磁 波 を
11E刑して い る が.雪.[二rlUMレーダ ーは50MIIzを使 用 し
て い る一.㌧1波数 が 低 い と、>J(床の深 部 まで 電磁 波 が 到達
で き るか ・'、で あ る.一.・方 反射 して くる エ コー を詳 細 に調
べ よ う とす る と,周 波 数 ¢)高い 方 が 良 い .そ こ で25次隊
は 航 空 機 搭 載 用 レ一 夕.一を,一・部 改 造 して 雪.[zで使 用 し,
氷 厚Lt600mまで の エ コ ー を得 る こ とが で きた.航 空 機
で 使 用 す る と1500m程 度 の 深 さ 主で しか 電磁 波 が 到達
しな か っ た こ とを 考 え る と画 期 的 な こ とで,今 後 の レー
ダ ーの 発注 が 大 い に 期 待 さオtる.
ア イス レー ダー の 役 割1ま氷 厚 の}111碇に あ った が,最 近
で は,反 射 エ コー を 詳 細 に調 べ る こ とに よ り氷 床 の 構 造 ・
を 明 らか に し よ う とす る試 み が 行 なわ れ 始 めた.多 波 長
レー グ一 等,レ ー ダ～ の 発達 に よ り広範 囲 に氷 床の 構造
が 探 査 され る よ うに な る と,氷 床掘 削の 解 析 とも あわ せ
て,氷 床 の 内 部 の情 報 が飛 躍 的 に 増大 し,氷 床 の 長期 に
わ た る変 化 も明 らか に な っ て くる で あ ろ う.
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